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らにレーザドップラ流速計 (LDV) 、フェイズドップラ粒子分析計 (PDPA) 、シャドウドップラ粒子分析計 (SDPA) 、














第 3 章では、高速度ディジタルカメラによる噴霧断面画像と、 MICRO と高速波長分離器を用いた油滴からの Mie


















し、それらにレーザドップラ流速計 (LDV) ・フェイズドップラ粒子分析計 (PDPA) 、シャドウドップラ粒子分析計






第 2 章では、予混合噴霧パーナにレーザシート光による可視化と PDPA を用いて、火炎中の燃料噴霧の粒径分布お
よび油滴クラスタの消失速度および形状係数を同時計測し噴霧火炎の燃焼機構を明らかにしている。
第 3 章では、高速度ディジタルカメラによる噴霧断面画像と、 MICRO と高速波長分離器を用いた油滴からの Mie





第 5 章では、平面レーザ誘起蛍光 (PLIF) を用いて OH ラジカルの瞬時 2 次元濃度分布の計測を行い、火炎中で
の燃焼反応領域と微粉炭粒子存在領域との位置関係を明らかにしている。
第 6 章は本論文で得られた知見のまとめである。
以上のように、本論文は気液および囲気混相燃焼の火炎構造を、種々の光学計測を組み合わせた多チャンネル同時
計測により解明することを目的としたものであり、噴霧燃焼場における群燃焼の実測、ならびに微粉炭火炎中におけ
る反応帯と石炭粒子群の位置関係などを初めて明らかにしている。これら得られた知見は燃焼工学に新しい知見を提
供するものとして価値あるものである。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
Aせ
